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論 文 の 内 容 の 要 旨
　ハプト植物門円石藻 Emiliania huxleyiは、CaCO3 と酸性多糖より成るココリスと呼ばれる石灰化殼を形成
し細胞表面に保持する。その酸性多糖はココリス多糖（CP）と呼ばれ、マンノースより構成される主鎖と
ガラクツロン酸、ラムノースおよびキシロース、硫酸基が結合した複雑な側鎖構造を有する。CPはココリ






関連するかを明らかにする、および（2）E. huxleyiからの単離 CPが CaCO3 結晶形成にどのような影響を与
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　本研究は円石藻 Emiliania huxleyiの CPがココリス形成に深く関与することを、細胞レベルの生理学的実
験と化学的な化粧成長実験から証明したものである。
審 査 の 結 果 の 要 旨
　本研究は円石藻 Emiliania huxleyiの CPがココリス形成に深く関与することを生理学的な側面から明らか
にし、その CP合成が、Piにより調節される CP合成遺伝子発現により制御される可能性を示した。また、
CPがココリス形成部位において、飽和 CaCO3 溶液中での結晶成長を抑制し、結晶成長基盤、いわゆる base 
plate内部への結晶成長を促進する役割を有することを示唆した。これらの知見は、円石藻の CaCO3 結晶形
成の仕組みを解明した基礎生物学的成果による貢献に加え、CPがゲル状のマトリックス内部への結晶成長
を引き起こす仕祖みの利用から派生する結晶化学や材料科学への応用に対しても有用な情報を提供するもの
である。
　よって、著者は博士（理学）の学位を受けるに十分な資格を有するものと認める。
